
『縢南アジア研究凄No．　23，1984

『ラシード全著作目録sについて

本 田 實 信

　ラシード・ウッディーンRashld　aLD珈Fadl　Allah　b．‘王m記al－Daula　Abr’1－Khair　al－

Hamadanl（1247頃一1318）のフラグ・ウルスの宰椙としての多方面にわたる活躍，喋

史壽」伽f‘必7加姫君を始めとする旺盛な著作活動について，われわれの即発は今や博

く，深くなりつつある。新史料の発掘と干lj行がなされるとともに，『集史Aの原文校訂

と翻訳も続けられている。近年のラシード研究がいかに多大の成果を挙げてきているか

は1935年刊のCA．　Storeyの『ペルシア文献志s　Persian　literature：Abio－bibliographical

Surveyのラシードの項（No。1Q6）と，1972年刊のVQ．　3．　Bpere馬によるそのロシア語訳

flepeu∂creafl　AumeρalnyραBuo－6u6aaoeρadiuyecrcudi　o630ρの当該の項（No．240）とを

比較すれば，一臆して明らかである。函数を晃ても融看は8頁であるのに，後者は20頁

に及んでいて，プレーゲルによる増補・改訂鑑の多いのに驚かされる。ストーりの原文

のWシア語訳と，プレーゲルによる増補との区別は，増補部分が〈　〉によって括ら

れているので明瞭である。

　プレーゲルの増補・改訂のうち，特に私の注意を惹いたのは，『野史sの完成年代と

その巻数についての部分である。ストーリの本文（p．72）では

　「集史k…A．H．71e／1310－11に完成…本来3巻に別けられていた…

とあるが，この部分をプレーゲル（cmp．305）は次のように改めている。

　喋史tl…〈初版は706／1306－07年までに（その後710／i3iO年までに瓶族識

　翫廊尻ぬπ忽アzαが書かれ，さらにその後ウルジェイト史が書かれた）〉完成…本来

　〈すなわち706／1306－07年までは＞3巻に，〈その後4巻〉に別けられていた…

　プレーゲルは，『集史sは3巻本であり，ヘジラ暦710年に完成された，という普通に

書われている説を斥けたのである。もっともこれはプレーゲルの創見ではなく，AZV．

Togan（1890－1970），　A，　M．　MyrMHoB，　K，　Jahnの主張を採用したものである。

　しかしトガン，ムギノブ，ヤーンの三人も3巻本ないし4巻本の『集史譲の実物辱本
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eラシード全著作閉録毒について（本田）

を発見したわけではなく，ラシード自身のペンになる著作目録の検討によって，喋史』

の完成年代と巻数とを推理しているのである。またトガンはイスタンブールのトプカ

ピ・サライ博物館において『五族言翫というペルシア語写本（No。2932）を発凹し，こ

の『五族言翫こそ喋史s第3巻そのものであると考えた。

　それではラシードの著作一門とはどんなものか。それは現在少なくとも三つ知られて

おり，その三つにおいて目録内容はほぼ同じである。

　第1のものは，ラシードのアラビア語版の神学作品集「ラシード全集』泌M吻纏短

al－Rashidlyaに含まれているfラシード金著作陰野露Fihrist観励蹟珈‘必7セ確πび必

Rashmhである。この『ラシード全著作目録遷は，　E，Ωuatremさreのllistoire　des　Mongols

de　la　Perse（Paris　1836）の序章Mをmoire　sur　la　vie　et　les　ouvrages　de　Raschid－Eldin

の付録としてアラビア語全文が収録されている。カトルメールはBiblioth的ue　du　roi

（現Bibliothさque　Nationale）所蔵の，　AH，710／1310－llの書写年代をもつ写本に拠っ

ており，E．G．　Browneを始めとする多くのイラニストは，このカトルメールの『ラシー

ド全著作霞録：sを利用したきた。

　第2のものは，レニングラードの東洋学研究所に所蔵されているペルシア語版Jami‘

al，　ClraSanif一　i　Rashidi（No。　C　375）中の『スルタン対話毒Ma胎hith　a1－Sull｝nlya付載の

「ラシード全著作鼠録』である。A．　M．　IvtyrliHOBはこの写本を調査して，このペルシア

語版の『ラシード全著作閣録渥はアラビア語版より前に作られており，A．H，

706／1306－7までには書かれていたとする（171epcMitcKafi　YHHKaxbHasl　pyK◎gncb　Pa田田

aA－kfiHa，　Yyeuue　3anucrcu　vaHcnzamrnza　BocmoreoseOeHus．　cTp．352－375）．

　第3のものも，ラシードのペルシア語著作前回の精妙sL∂頗’ゲ必御の勿に付載さ

れている著作目録である。この唄理の精妙Sの14世紀後半期書写と考えられる写本が

イスタンブールのAya　Sofiyaの図書館（No．　3833）に所蔵されており，ラシード著作

目録の一部のファクシミール版が，この写本を調査したK．JahRの論文に載っている

（”The　still　missing　works　of　RashTd　alDTR”，　CAJ，　9，　1964，　pp．　115rm　k17）．

　ムギノブは，ラシードが自分の著作目録を執筆したのは，A．H．706年であり，この著

作囲録に4巻本のラシードが載せられているので，『町史sもA，D．706年までに既に出

来上っていたとする。さらにヤーンは4巻本州史sが完成したのは，A．H．705／6年以

降A。H，710年以前であり，初版本とも欝うべき3巻本『集史＄はAH，705／6年以前に書

かれたものであり，通説のAH．710年は喋史s精良写本がタブリーズのモ：スク図書館

に収納された年であるとする。
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『ラシード全著作黙録壽について（本田〉

　上述の第2，第3のペルシア語版「ラシード金著作購灘を手許で精査する便宜を持

たないので，ムギノブ，ヤーンの説に根本的に批判を加えることはできないが階作羅

録』と実際の著作とは区別して考えねばならない。

　次にトガンの発兇した『五族譜sShu‘ab－i∫Panjganaもまことに興味深い史料であり

（A．　Zeki　Veldi　Togan，　”The　composition　of　the　history　of　the　Mongols　by　RashTd

al－Drn”，　CAJ，　7　，　1962．　pp．　68－71　；　”Resfd－ifd－Dln　Tabfb，”　）slam　Ansiklopedisi，　9，　1964，

p．710；乙励πノπ鋭勿々tarihine　giriE，玉946，　p．　258；Tarihde　usul，1950，　p．　211，　No．117），そ

の一部の写翼が小林高四郎先生によって我が園にもたらされている（遠峰四郎「小林学

士将来策洋学書陰野」西洋学秘32－1，1948，p．114）。この『五族譜sが「集史s

の第3巻を構成するというトガン説にも，今俄かに恋し難い。確証がないのである。現

行の喋史S序文中の特選爆次」では第1巻がgeモンゴル史諜，第2巻糧界諸民族

史s，第3巻が馳理志£となっていて，「系譜露の巻は含まれていない現状では，前述

のプレーゲルの増補・改訂にはなお疑悶があるとする所以である。

　このような研究状況においては←1ラシードの金著作の検討，仁⇒善写本による礫史x

全文の校訂，∈∋ラシード伝記資料の収集といった基本的作業を地道に積み重ねてゆく他

ない。さらに四シャー・wフ治下のヘラートで修史事業に従事した耳afig－i　Abrtt（1430

奪没）の編纂物を検討すれば，（1）現存町史s野本の系統，（ID現在なお発墨されていな

い郵集配s第3巻地理志の内容，㈲喋史譲と響五族譜sの関係，及び騨五族譜xと

『高貴系譜JM読駝認君π3劾との闘係，などについて見通しが得られるものと考えて

いる。

　なお，現行喋史gの喋史罠次sに明罷されている第3巻『地理蕊は現在に至る

も発晃されていない。或は書かれなかったのかもしれない。そうであるとすれば，喋

史x第3巻にふさわしい馳欝欝湛を書き足すことは，われわれ後学に課せられている

任務であろう。
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